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メディアセンターに関する書誌
2006.8 ～ 2007.6

Ａ．新 聞

・“「デジタル化で世界に情報開放」米グーグル，書
籍 DB 開発担当”．朝日新聞．2007. 7. 7. 朝刊, p. 13.

・“米グーグル，図書電子化で慶大と提携，蔵書 12
万冊，ネット閲覧”．日本経済新聞．2007. 7. 7. 朝刊,
p. 11.

・“慶応大：蔵書をデジタル化 グーグルと提携，12
万冊無料公開”．毎日新聞．2007. 7. 7. 東京朝刊, p.
29.

・“慶大とグーグルが古書蔵書で提携 データ化，
ネットで公開”．読売新聞．2007. 7. 8. 東京朝刊, p.
34.

・“義塾図書館，グーグルと連携”．慶應塾生新聞．
2007. 7. 11, p. 1.

三 田

・“全 60 巻中，唯一欠けていた不明の「華厳経」を
発見 東京・丸の内で展示”．読売新聞．2007. 1.
27. 朝刊, p. 37.

Ｂ．雑 誌

三 田

・槙文彦．“丘の上の新図書館”．三田評論．no. 1100,
2007. 4, p. 8-9.

信濃町

・Shachaf Pnina, Meho Lokman I, Hara Noriko.
“Cross-cultural analysis of e-mail reference”. Jour-
nal of Academic Librarianship. vol. 33, no. 2, 2007,
p. 243-253.

理工学

・“JDream II ユーザー訪問：慶應義塾大学理工学
メディアセンター”．日経サイエンス．vol. 37, no.
5, 2007. 5, p. 148-149.

湘南藤沢

・SFC CLIP-Mail Magazine for SFC．“利用者の声
を反映して：メディアセンターのウェブがリ
ニューアル”．（オンライン），入手先＜http:��clip.
sfc.keio.ac.jp�article.jsp?id=news06101305＞

・“慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス図書館見学”．
Country Road：中央農業高等学校図書館報．第
100 号, 2006. 12. 22, p. 2-3.

・SFC CLIP-Mail Magazine for SFC．“「AV コ ン」
は何の略？：略して！SFC 第 12 回”．（オンライ
ン），入手先＜http:��clip.sfc.keio.ac.jp�article.jsp?
id=series07041304＞

・SFC CLIP-Mail Magazine for SFC．“データベー
スに触れてみよう！：Database Weeks 開催”．

（オンライン），入手先＜http:��clip.sfc.keio.ac.jp�
article.jsp?id=news07051105＞

スタッフによる論文発表・研究発表
2006.8 ～ 2007.6

論 文 発 表

本 部

平吹佳世子．“国際図書館コンソーシアム連合
（ICOLC：International Coalition of Library Con-

sortia）2006 年春季会合参加報告”．大学図書館研
究．no. 78, 2006. 12, p. 124-133.

田中真紀．“システム運用・保守”．情報の科学と技
術．vol. 56, no. 8, 2006. 8, p. 376-377.
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酒見佳世，五十嵐健一．“慶應義塾大学機関リポジト
リ（KOARA）のシステムとメタデータ”．大学図
書館研究．no. 79, 2007. 3, p. 27-34.

三 田

杉山伸也，松本和子．“ダニエル『インド・中国航海
画集』”．三色旗．第 709 号，2007. 4, p. 43-44.

石黒敦子．“貴重書で紡ぐ知の世界―慶應義塾図書
館丸善展示二〇年”．三田評論．第 1100 号 2007.
4, p. 86-87.

梁瀬三千代．“慶應義塾大学三田メディアセンター
における情報リテラシー教育と今後の展開”．デジ
タル時代の情報リテラシー教育：日本研究に関わ

る学術図書館を中心として：平成16年度日本研

究情報専門家研修ワークショップ記録．国際文化
会館図書室編．東京，国際交流基金［出版］日本
図書館協会［発売］，2006.12, p. 10-14.

信濃町

市古みどり，上岡真紀子．“情報リテラシーのための
ウェブチュートリアル開発：KITIE（Keio Inter-
active Tutorial on Information Education）の 事
例”．医学図書館．vol. 54, no. 1, 2007, p. 37-41.

市古みどり．“知識社会を支える医学図書館員”．医
学図書館．vol. 54, no. 2, 2007, p. 119-121.

市古みどり．“大学の情報リテラシー教育で実施可
能な教育評価法”．日本図書館情報学会春季研究集
会発表要綱．2007, p. 35-38.

酒井由紀子ほか．“インフォメーショニストあるい
は ISIC（Information Specialist in Context）―新し
い医学図書館員のモデルなのだろうか？”．医学図
書館．vol. 54, no. 1, 2007, p. 14-19.

酒井由紀子，園原麻里．“ILL 統計データ分析からみ
た医学文献流通における私大医学図書館の役割

（特集 図書館協力）”．医学図書館．vol. 53, no. 3,
2006, p. 233-238.

酒井由紀子ほか．“保健師を対象にした健康情報の
提供に関する調査”．厚生労働科学研究費補助金医
療技術評価総合研究事業 患者�家族のための良

質な保健医療情報の評価・統合・提供方法に関す

る調査研究 平成18年度総括・分担研究報告

書．2007, p. 79-86.
酒井由紀子．“NLM の動向と長期計画 2006-2016”．

米国の図書館事情に関する調査研究報告書．京都，
システム科学研究所，2007, p. 221-234.

酒井由紀子．“医学図書館の動向”．図書館情報専門
職のあり方とその養成．日本図書館情報学会研究
委員会編．東京，勉誠出版，2006, p. 129-148.

理工学

関口 素 子．“理 工 系 デ ー タ ベ ー ス あ れ こ れ：
JDreamII, Web of Science, SciFinder Scholar, IN-
SPEC”．オンライン検索．vol. 27, no. 2, 2006. 6, p.
67-79.

上岡真紀子，市古みどり．“情報リテラシーのための
ウェブチュートリアル開発：KITIE（Keio Inter-
active Tutorial on Information Education）の 事
例”．医学図書館．vol. 54, no. 1, 2007. 3, p. 37-41.

吉井由希子．“＜書評＞「理・工・医・薬系学生のた
めの学術情報検索マニュアル―電子ジャーナルか
ら特許・会議録まで―」”．大学図書館研究．no. 78,
2006. 12, p. 143-144.

研 究 発 表

本 部

田邊稔．“Librarian 2.0 を目指して”．私立大学図書
館協会東地区部会パブリック・サービス研究分科
会．2006. 10. 16. 於 慶應義塾大学

三 田

岡田孝子．“法律図書館の種類と概要”．2006 年度
三田図書館・情報学会研究大会．2006. 11. 11.
於 慶應義塾大学

信濃町

市古みどり．“今後のレファレンスライブラリアン
の役割と育成について：意思決定を行う立場か
ら”．私立大学図書館協会東地区部会研究部平成
18 年第 1 回研修会．2006.9.27. 於 慶應義塾大学

市古みどり．“情報リテラシー教育”．第 13 回医学図
書館員基礎研修会．2006. 8. 3. 於 慶應義塾大学信
濃町キャンパス

市古みどり，上岡真紀子．“図書館における情報リテ
ラシー教育：慶應義塾大学における事例を中心
に”．第 130 回三田図書館情報学会月例会．2007.
1. 27. 於 慶應義塾大学
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市古みどり．“医薬品情報学の基礎としての学術情
報流通および図書館情報学的知識”．平成 18 年度
JASDI フォーラム．2007. 3. 1. 於 北里大学薬学部

市古みどり．“大学の情報リテラシー教育で実施可
能な教育評価法”．日本図書館情報学会春季研究集
会．2007. 3. 31. 於 大阪市立大学

Midori Ichiko. “What can Japanese librarians do for
the better scholarly communication”. Society for
Scholarly Publishing Annual Meeting. June 7,
2007. San Francisco.

Sakai Yukiko, et al. “Is ‘Igaku Toshokan’ providing
the evidence to help medical librarians with
decision-making ? ” . 4 th International Evidence
Based Library & Information Practice Confer-
ence. May 7, 2007.

酒井由紀子．“患者向け説明文書の可読性判定”．三
田図書館・情報学会 2006 年度研究大会．2006. 11.
11. 於 東京：慶應義塾大学

Sakai Yukiko, et al. “The Current Status of Open
Access in the Biomedical Field”. Annual Meeting
of the American Society of Information Science &
Technology. November 6, 2006. Austin, TX：Hil-
ton Austin

酒井由紀子．“日本におけるヘルスサイエンス図書
館専門職の教育”．平成 18 年度日本医学図書館協
会関東地区会第 1 回研修会．2006. 10. 11. 於 東
京：ホテルローズガーデン新宿

理工学

上岡真紀子，市古みどり．“図書館における情報リテ
ラシー教育：慶應義塾大学における事例を中心
に”．三田図書館・情報学会月例会．2007. 1. 27.
於 慶應義塾大学

第4回メディアセンター研究発表会．

2006. 11. 24．於 慶應義塾大学

市古みどり．“全塾情報リテラシー統合ワーキング
グループ報告”．

山田雅子，南野典子．“全塾雑誌担当者会議・全塾電
子リソース委員会報告”．

入江伸，関恭子，吉井由希子，原田奈都子．“デジタ
ル化事業と NII 学術ポータル担当者研修の報告”．

保坂睦，岡田孝子，園原麻里．“授業で考える情報リ
テラシー：「資料検索法」実施を通して”．


